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私的整理手続により弁済期限を延長した
金銭債権に係る貸倒引当金の取扱い　　

〔会社の税務 よろず相談室○105 〕法人税その41
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　甲社は、この数年間業績不振が続いており、債務超
過の状態に陥ったことから、今般、中小企業再生支援
協議会の支援を受けて再生計画を策定し、Ｃ銀行を含
む全金融債権者がこの再生計画に同意して負債整理を
行うこととなりました。この再生計画は、甲社の大口
債権者であるＡ銀行とＢ銀行が、同一の基準により債
権放棄を行い、少額債権者であるＣ銀行は、債権放棄
を行わず甲社との契約に基づき甲社に対する既存の貸
付金の弁済期日を15年先に延長し、かつ、弁済期日に
一括弁済する旨の条件変更を行うといった内容です。
　このような状況からＣ銀行においては、甲社に対す
る貸付金について法人税法に規定する個別評価金銭債
権に係る貸倒引当金の計上を考えていますが、上記の
ような再生計画に基づく契約は、法人税法施行規則の
「行政機関、金融機関その他第三者のあっせんによる
当事者間の協議により締結された契約でその内容が合
理的な基準により債務者の負債整理を定めているも
の」に該当し、個別評価金銭債権に係る貸倒引当金の
繰入事由が生じているとして差し支えありませんか。
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　ご質問のとおりで差し支えありません。
　貸倒引当金は、法人が有する金銭債権を「個別評価
金銭債権」と「一括評価金銭債権」とに区分し、それ
ぞれの区分ごとに計算し計上します。
　このうち「個別評価金銭債権」は、債権者に次の事

実が生じている場合に、損失の見込額をそれぞれの場
合の三つの区分に応じて各債務者ごとに貸倒引当金に
繰り入れることができます。（左下参照）

　法人（中小法人、銀行、保険会社等一定の法人に限
ります。）が有する金銭債権について、その債務者につ
き生じた更生計画認可の決定等の「特定事由」に基づ
き、その弁済期限の延長等（弁済猶予、分割払）が行
われた場合には、その金銭債権の額のうち特定事由が
生じた日の属する事業年度終了の日の翌日から５年を
経過する日までに弁済を受けることとなっている金額
以外の金額、すなわち６年目以降に弁済される金額（担
保等での取立見込額を除きます。）について、個別評価
金銭債権に係る貸倒引当金勘定へ繰り入れることによ
り損金の額に算入することができます（法法52①、法
令96①一）。
　このいわゆる長期棚上げ債権に係る貸倒引当金の繰
入事由（特定事由）には、法令の規定によらない整理
手続によるものとして、「①債権者集会の協議決定で
合理的な基準により債務者の負債整理を定めているも
の」及び「②行政機関、金融機関その他第三者のあっ
せんによる当事者間の協議により締結された契約でそ
の内容が①に準ずるもの」が掲げられています（法令
96①一の�、法規25の2）。
　ご質問の再生計画に基づくＣ銀行と甲社との契約は、
債務超過の状態にある甲社（債務者）が第三者である
中小企業再生支援協議会の支援を受けて策定した再生
計画に基づき締結された契約であり、その内容が全金
融債権者が同意した再生計画に基づき負債整理を行う
ものであることから、債権額の多寡等に応じ、Ａ銀行
及びＢ銀行のように債権放棄を行った大口債権者が存
在する一方で、Ｃ銀行のような少額債権者が債権放棄
を行わず弁済期限の延長を行う場合についても、法人
税法施行規則の「行政機関、金融機関その他第三者の
あっせんによる当事者間の協議により締結された契約

でその内容が合理的な基準により債
務者の負債整理を定めているもの」に
該当すると解され、個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金の繰入事由が生じ
ていることとなります。
【関係法令通達】
法人税法第52条第１項
法人税法施行令第96条第１項第１号
法人税法施行規則第25条の2

（税制委員会：小林 秀子、甕　秀行　
グループ稿）

（監修：関東信越税理士会　松本支部）

繰入限度額事　　実区　分
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